
5 金山町議会だより  第１１１号 4金山町議会だより  第１１１号

中央公民館等建設基金２億円を積み立て
（残高４億５０９万５千円）平成３２年度から建設へ

９月定例会

補
償
等
組
合
と
の
関
連
も
あ

り
、
組
織
化
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

早
坂
憲
明
議
員

　４
０
０
人

体
制
で
の
組
織
変
更
は
あ
る

の
か
。

町
民
税
務
課
長

　各
分
団
と

も
協
議
を
重
ね
て
現
状
組
織

体
制
を
変
え
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

【
議
第
４７
〜
５０
号
】

中
村
忠
行
議
員

　空
き
地
・

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
構
築

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

政
策
財
政
監

　町
と
し
て
空

き
家
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し

て
は
い
な
い
。
金
山
で
は
数

件
の
空
き
家
利
用
の
申
し
出

が
あ
り
、
家
庭
内
の
諸
事
情

も
あ
る
た
め
総
合
政
策
担
当

内
で
対
応
し
て
い
る
。

早
坂
憲
明
議
員

　土
木
費
河

川
費
に
関
連
し
て
、
上
台
川

の
河
床
正
整
を
県
に
請
願
し

て
い
た
が
そ
の
現
状
は
。

環
境
整
備
課
長

　検
討
中
で
、

す
る
方
向
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

寒
河
江
宏
一

議
員

　ふ
る

さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
変

更
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

か
。

政
策
財
政
監

　総
務
省
方

針
ど
お
り
返

礼
品
額
は
３

割
程
度
に
切

り
替
え
る
。

実
施
は
新
年

１
月
か
ら
の

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

関
係
者
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。

須
藤
典
夫
議
員

　医
療
機
器

購
入
と
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
事

業
の
関
連
性
と
検
査
結
果
を

踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

　現
在
ま
で
数
名
の
方

の
陽
性
反
応
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
瀬
尾
先
生
と
の

話
し
合
い
で
、
（
日
本
医
科

大
学
も
含
む
）
対
応
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
陽
性
反
応
の

方
を
再
検
査
す
る
こ
と
に
つ

い
て
今
後
先
生
方
と
詰
め
て

い
き
た
い
。
な
お
、
現
在
の

結
果
通
知
は
機
械
に
よ
る
検

査
と
す
り
合
わ
せ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

【
議
第
５１
〜
５３
号
】

高
橋
浩
樹
議
員

　人
権
擁
護

委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
場

合
の
専
門
性
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　地
区
赤
十

字
活
動
や
婦
人
会
等
の
長
期

の
活
動
を
評
価
し
て
の
推
薦

と
し
て
い
る
。

【
議
第
３７
号
】

質
疑
な
し

【
議
第
４５
・
４６
号
】

矢
口
政
一
議
員

　消
防
団
条

例
の
制
定
で
、
７
分
団
が
最

上
支
部
大
会
で
（
操
法
大

会
）
で
３
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
が
、
こ
う
し
た
実
績
に
対

し
て
の
支
援
策
も
必
要
で
は

な
い
か
。

町
民
税
務
課
長

　優
勝
チ
ー

ム
に
は
、
研
修
補
助
金
３０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

士
気
高
揚
の
た
め
の
処
遇
改

善
等
考
え
て
い
き
た
い
。

髙
橋
芳
夫
議
員

　消
防
団
員

確
保
向
上
と
と
も
に
Ｏ
Ｂ
の

組
織
化
は
考
え
て
い
な
い
か
。

町
長

　各
地
区
に
防
火
組
織

を
作
っ
て
い
る
こ
と
と
消
防

　９月定例議会が９／７から９／１４の８日間開催され、補正
予算や専決処分の承認を含む１０議案が審議され全員賛成で可
決した。一般会計予算は、３億３千２百万円を追加し、４３億
８千２５０万円となった。国庫補助金や、県総合交付金の減額
などにより除雪車の更新を次年度以降に行うことなどの調整が
図られた。下表の議案一覧と質疑要旨、また、決算特別委員会
報告（６～９Ｐ）も参照していただきたい。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

改築が計画されている中央公民館

９月議会定例会提出議案
（各会計決算の認定除く）→ 全員賛成で可決

（補正番号）

平成30年産以降も行政指導のもと需給調整に取り組む必要であり、
再生協への支援、水田活用直接支払い交付金の予算確保、ナラシ
対策の充実などに向け、国に対し意見書の提出を求めるもの

森林・林業・山村対策の抜本的強化を図るため､「全国森林環
境税（仮称）｣の早期導入に向け、国等に対し意見書の提出を求
めるもの

平成30年産以降の米政策の見直
しに関する件について
〔金山農協･金山農協農政対策本部〕

　９月議会定例会まで請願書、陳情書ともに１件ずつ提出され、産業厚生常任委員会へ付託して審査をおこなった。請願等の
内容、審査結果は、次のとおり。     

「全国森林環境税の創設に関す
る意見書採択」に関する陳情
〔全国森林環境税創設促進議員連盟〕

請願２号

番　号 件　名〔請願者〕 請 願 の 主 な 内 容

請　願　の　審　査

審査結果 賛成者 反対者

陳情２号

採　択

採　択

－

－

全　員

全　員

議員発議→全員賛成で可決

平成30年産以降の米対の見直し
を求める意見書

請願２号が採択されたことに伴い、内閣総理大臣などに再生協への支援、水田活用直接支払
い交付金の予算確保、ナラシ対策の充実などを求める意見書を提出するもの発議２号

発議番号 議　　案　　名 議　案　の　内　容

「全国森林環境税」の創設に関
する意見書

陳情２号が採択されたことに伴い、衆議院議長や内閣総理大臣などに､「全国森林環境税（仮
称）｣の早期導入を求める意見書を提出するもの発議３号


